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取して入れる容器であるコザキを確認すると『採訪記』には長径 1 尺 5 寸位（約 45 cm）とある
が、国立民族学博物館所蔵のコザキは採集者桜田勝徳・山口和雄、採集地島根県知夫郡黒木村大字
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　また隠岐島前から約 100 キロメートル離れた鳥取県東伯郡湯梨浜町泊は、現在も 1945 年以前に
隠岐島後に家族で出稼ぎ漁に出かけたことがあるという漁師がいる場所であるが、1938 年（大正
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化財関係職員であることが多い。また単に民俗学者が民具に関心がないということではなく、民具
研究を促進する組織機関、制度が十分ではないのでないかと感じることがある。たしかに渋沢の薫















































































年 9 月 13 日撮影。
写真 3　「ハギ舟と動力船（ハギ舟を曳航するための船、か
もめ丸）」（目録番号　写 3-5-1）円中央が船越公会堂。
写真 4　船越公会堂（西ノ島町美田船越）2016 年 9 月 13
日撮影。円中央が船越公会堂。
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写真 7　マタ（湯梨浜町泊歴史民俗資料館）。2009 年 10 月
29 日撮影。
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　隠岐の海上運搬は、コモ船とか仕立船とよばれる幅 8 尺（約 2.4 メートル）から 10 尺（約 3 メー






給肥料の第 3 位である［表 2］。この内に自家用海藻藻の
ほか販売用乾燥藻葉が含まれるかは不明である。



























1 人糞尿 200,000 貫 750,000 キログラム
2 厩肥 88,000 貫 330,000 キログラム
3 海藻 12,000 貫 45,000 キログラム
4 灰 11,250 貫 42,188 キログラム
5 堆肥 4,500 貫 16,875 キログラム
6 蚕渣 4,000 貫 1,500 キログラム
7 緑肥 1,700 貫 6,375 キログラム
8 鶏糞 440 貫 1,650 キログラム
＊順位は・キログラム換算は著者が加筆
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渋沢敬三　1933　「アチックの成長（1933 年 9 月記）」『祭魚洞雑録』郷土研究社（1992『渋沢敬三著作集』
第 1 巻、平凡社）












（4）『山陰新聞』（明治 38 年 6 月 10 日）
